
　医学は，テクノロジーの進歩，生物学的発見，
社会変化などを背景に連綿と発展してきた。歴
史を学ぶようにその変遷をたどり，過去との連
続性のなかで今を理解することは，知識と理解
をアップデートするうえで効率的なアプローチ
である。産婦人科学は，女性特有の病態や，生
理的，形態的，精神的特徴を扱う一連の学問体
系である。この四半世紀のうちに大きく細分化
が進み，周産期，生殖医療，婦人科腫瘍，女性
医学の 4つの領域を広く扱うようになった。こ
うしたなかで，産婦人科を標榜する医師は，自
らの専門領域はもちろんのこと，それ以外につ
いても一定以上のバランスのとれた知識と技能
を持っていることが，社会から求められてい
る。一方で，各領域の高度専門化が進むなかで，
産婦人科医療の全体を継続的にキャッチアップ

していくのは容易ではない。セミナーや専門書
籍で情報を取得し，スキルアップを図っていく
のには，相応の時間と努力を要する。
　そこで本特集は，四半世紀のうちに管理や治
療が大きく変化した産婦人科領域の医療を重点
的に取り上げ，その変遷と今後の展望につい
て，スペシャリストの先生がたに解説していた
だいた。温故知新という言葉があるように，歴
史的変遷を知ることは，これからの産婦人科医
療を考える前向きな作業でもある。若手の先生
がたには，『産婦人科専門医のための必修知識』
や『産婦人科診療ガイドライン』など，学会書
籍を補完するユニークな教材としても活用いた
だきたい。幅広い世代の先生がたにご一読賜
り，生涯にわたる女性の健康を守っていくうえ
で，お役立ていただければ幸甚である。
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